





































































































































































格別出精有之候故、明御差支も無之候処、近年分而臨時御入方も繁敷候得パ、此上御銀談之道茂難相立次第ニ至候条、不得止事不本意之仕法相立置候而、追而有余之期年を得、元利返弁之節茂相立候積－一一問、去秋黒田淡路・加藤三郎左衛門登坂之上、惣元利置居之儀申談候処、乍難渋速ニ御誇申出候、互又御蔵元之儀右仕組都合ニより、天王寺屋忠次郎両人江被仰付候処、難渋筋有 、委細願之趣無拠次第与相関候付、願之通御蔵元御免被仰付置候得共、近・来御館入之由緒を以柳御用端相勤度旨、当春以来申出候付、乍迷惑 銀 義被仰付候処、別而志を相立、御用御間欠も無 出精仕候旨 彼是委被聞召奇特之至被成御満悦候、然ニ其元儀旧家与 申 殊 一 一御家風能相心得居候得。ハ、当時之通脇々江御蔵元被仰付置候而者、差支も多旦惣御銀主中より相願候次第も有 候儀一体之御借財仮成－一御返弁之道も相立候而被仰付候ハ、難渋ミ筋も有之間敷与役人中種々評議を尽候得共、昨年無休之仕法相立候程之折柄ニ候得パ 兼々存入有之通、夫等 儀、何分不被及御手、極々迷惑之次第与ハ乍相察、以前之通共元一家之御蔵元仰付候処、是叉速ニ 請申出候段被聞召不浅次第御満悦御安心被成 。右之通御世帯繰到 六ケ敷候得ハ、惣中江茂重畳申合、此先御為宜搬出精有 候様被候事
とある。他の一例を天王寺屋忠次郎への口達にとって例証して見ょう







































































































一 一一一一一一 一 此 つ ー
御 御 御 干鮮干干交干 干 等て金
民 扇 慶鯛鯛鯛鯛御鯛鯛 銀い子
斗 子 斗一一拾ー肴一 一 主 る 二
飽加加ーカ日近飽折長折問主主箱一広箱山 折関。鏡百

































































































































































一御轡助一 箱 掛天王寺屋伊一御轡助 箱二判明牧村清一御轡 箱 掛牧村亀
倫此の外に、山中他次郎外四名は「御内々差と物」として差出しているのは、
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